
■
は
じ
め
に

弊
社
グ
ロ
ー
セ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
人
事

制
度
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
研
修
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
近
年
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
急
速
な

進
歩
に
伴
い
、
私
た
ち
も
積
極
的
に
こ
の
技

術
を
業
務
に
取
り
入
れ
、「
生
成
Ａ
Ｉ
の
可

能
性
の
範
囲
」「
ど
の
よ
う
な
業
務
が
効
率

化
で
き
る
の
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
実
践
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
成

果
と
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
皆
様
に

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
人
事
制
度
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

を
退
職
後
、
２
０
０
８
年
に
グ
ロ
ー
セ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
を
創
業
し
ま
し
た
。
以
来
、
20

年
近
く
に
わ
た
り
人
事
制
度
の
設
計
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
近

年
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
台
頭
に
伴
い
、
こ
の
技
術

に
強
い
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
な
活
用
を
始

め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
評
価
基
準
の
作
成
や
評
価
プ
ロ
セ

ス
の
効
率
化
、1on1

面
談
の
可
視
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
い
く
つ
か

の
書
籍
も
執
筆
し
て
お
り
、
公
益
財
団
法
人

日
本
生
産
性
本
部 

生
産
性
労
働
情
報
セ
ン

タ
ー
か
ら
『
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
（
対
話
）
型
人

事
制
度
の
す
す
め
』『
今
の
評
価
制
度
に
疑

問
を
感
じ
た
ら
読
む
本
』、
そ
し
て
昨
年
は

『【
新
解
釈
】
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
』
な
ど
を

上
梓
し
て
お
り
ま
す
。

■
Ａ
Ｉ
の
基
礎
知
識
と
選
択
の
ポ
イ
ン
ト

生
成
Ａ
Ｉ
と
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
か
ら
学

習
し
、
新
た
な
テ
キ
ス
ト
や
画
像
な
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
成
で
き
る
人
工
知
能
技
術
で

す
。
特
に
近
年
、ChatGPT

やClaude

な

ど
の
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
の
登

場
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
の
活
用
が

急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
成

Ａ
Ｉ
は
、
文
章
作
成
や
要
約
、
翻
訳
だ
け
で

な
く
、
デ
ー
タ
分
析
、
コ
ー
ド
生
成
、
ア
イ

デ
ア
発
想
な
ど
幅
広
い
タ
ス
ク
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

人
事
業
務
に
お
い
て
も
、
面
接
質
問
の
作

成
、評
価
シ
ー
ト
の
ド
ラ
フ
ト
作
成
、フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
文
章
化
、
研
修
資
料
の
生
成
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
用
が
可
能
で
す
。
特

筆
す
べ
き
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意

図
を
理
解
し
、
対
話
形
式
で
柔
軟
に
対
応
で

き
る
点
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
事
担
当
者

の
日
常
業
務
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
意
思

決
定
の
質
向
上
や
戦
略
的
人
材
活
用
に
も
貢

献
し
ま
す
。

こ
の
記
事
の
執
筆
と
後
述
す
る
行
動
基
準

策
定
に
は
、
主
にClaude

を
活
用
し
て
い

ま
す
。Claude

は
、
日
本
語
の
生
成
能
力

がChatGPT

よ
り
も
優
れ
て
お
り
、
な
め

ら
か
な
文
章
作
成
が
得
意
で
す
。
特
に
長
文

の
作
成
や
複
雑
な
内
容
の
整
理
に
お
い
て
、

自
然
で
読
み
や
す
い
文
章
を
生
成
し
て
く
れ

ま
す
。

特集１：特別寄稿

AIを活用した業務の効率化に
ついて
～AIと人間が協働する新しい働き方～

島森 俊央 氏（株式会社グローセンパートナー 代表取締役）

少子高齢化が加速し、あらゆる業界で深刻な労働力不足が課題となる中、業務効率化や生産性向
上の鍵として注目されているのが生成AIの活用です。人事制度設計や研修支援を手がける株式会
社グローセンパートナーでは、評価基準の作成や面談の可視化、行動基準の策定といった分野に
生成AIを導入し、「人とAIが協働する新しい働き方」の実現に挑戦しています。AI導入の実践例
とその可能性をひもときます。
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加
え
て
、
弊
社
で
は
「N

otebookLM

」

も
活
用
し
て
い
ま
す
。N

otebookLM

の
特

徴
は
、
情
報
ソ
ー
ス
を
固
定
で
き
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
情
報
を
限
定
で
き
る
こ
と
で
、

信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
か
ら
情
報
を
生
成
で

き
、
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
ま
す
。

弊
社
で
は
、N

otebookLM

を
使
っ
て
、
会

社
の
人
材
の
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
み

た
り
、
研
修
前
の
課
題
を
分
析
し
て
、
本
人

に
成
長
課
題
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
み
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
内
容
を

N
otebookLM

に
入
力
す
る
と
、
音
声
解
説

や
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
、
学
習
ガ
イ
ド
な
ど
が

生
成
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
使
っ
て
イ
ン

プ
ッ
ト
を
行
い
、
自
動
生
成
さ
れ
た
テ
ス
ト

に
回
答
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
な
ど
の

活
用
を
し
て
い
ま
す
。

■
近
未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
変
化
予
測

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
普
及
に
よ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
は
大
き
な
変
化
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
ず
、
顧
客
対
応
業
務
が
大
幅
に

効
率
化
さ
れ
、
24
時
間
３
６
５
日
の
即
座
な

問
い
合
わ
せ
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
営

業
活
動
で
は
、
リ
ー
ド
管
理
や
提
案
書
作
成

が
自
動
化
さ
れ
、
営
業
担
当
者
は
よ
り
戦
略

的
な
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

人
事
領
域
で
は
、
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
初
期

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
従
業
員
の
研
修
サ
ポ
ー

ト
に
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
活
用
さ
れ
、
人

材
育
成
が
個
別
最
適
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

会
議
の
議
事
録
作
成
や
資
料
準
備
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
な
ど
の
事
務
作
業
が
自
動
化

さ
れ
る
こ
と
で
、
従
業
員
は
よ
り
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
で
付
加
価
値
の
高
い
業
務
に
時
間
を

割
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
協
働

ス
キ
ル
や
、
Ａ
Ｉ
が
提
供
す
る
情
報
の
適
切

な
判
断
能
力
が
新
た
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

と
し
て
重
要
に
な
り
、
従
業
員
の
再
教
育
や

組
織
文
化
の
変
革
も
必
要
と
な
る
で
し
ょ

う
。

■
今
回
の
記
事
執
筆
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

こ
の
記
事
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
最
大
限
に

活
用
し
て
執
筆
作
業
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
過
程
で
使
用
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
に
指
示
す

る
プ
ロ
ン
プ
ト
に
つ
い
て
も
併
せ
て
紹
介
し

ま
す
（
以
下
▼
は
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
指
示
＝
プ

ロ
ン
プ
ト
で
す
）。

実
践
例
1
：
原
稿
の
書
き
起
こ
し

生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
で
活
用
す
る
最
も
基
本

的
な
使
い
方
が
、
文
章
作
成
の
支
援
で
す
。

ア
イ
デ
ア
を
整
理
し
た
り
、
構
成
を
考
え
た

り
す
る
際
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
非
常
に
有
効
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
特
定

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
３
０
０
～
４
０
０
文
字

程
度
の
文
章
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
よ
う

な
プ
ロ
ン
プ
ト
を
使
用
し
ま
す
。

▼
生
成
Ａ
Ｉ
の
紹
介
と
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
、
３
０
０
〜
４
０
０
文
字
で
書
い
て
く
だ

さ
い
。

▼
今
後
1
～
2
年
間
で
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
せ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
起
き
る
変
化
の

予
想
を
３
０
０
～
４
０
０
文
字
で
書
い
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
指
示
に
よ
り
、
適
切
な
文
字

数
で
整
理
さ
れ
た
文
章
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
重
要
な
の
は
、
生
成
さ
れ
た
文
章
を

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

意
図
や
文
脈
に
合
わ
せ
て
編
集
・
調
整
す
る

こ
と
で
す
。

実
践
例
2
：
音
声
デ
ー
タ
の
要
約

現
状
、Claude

は
音
声
デ
ー
タ
を
直
接

取
り
込
め
な
い
た
め
、
文
字
起
こ
し
を
し
た

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
利
用
し
ま
す
。

例
え
ば
、
本
記
事
の
冒
頭
の
自
己
紹
介
の

原
稿
は
、
以
下
の
プ
ロ
ン
プ
ト
で
原
稿
を
作

成
し
ま
し
た
。

▼
自
己
紹
介
を
話
し
ま
し
た
。
下
記
を
わ
か

り
や
す
く
文
章
用
に
校
正
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
話
し
言
葉
で
記
録
さ
れ
た
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内
容
を
、
読
み
や
す
い
文
章
形
式
に
変
換
す

る
こ
と
で
、
資
料
作
成
の
効
率
が
大
幅
に
向

上
し
ま
す
。

弊
社
で
は
議
事
録
作
成
を
全
て
生
成
Ａ
Ｉ

に
任
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
章
の
構
成
立

案
に
お
い
て
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
自
分
で
執
筆
し
た
文
章
は
生

成
Ａ
Ｉ
に
推
敲
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
参
考

に
し
な
が
ら
再
度
自
分
の
言
葉
で
洗
練
さ
せ

て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

お
客
様
対
応
に
お
い
て
も
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
内
容
を
文
字
起
こ
し
し
た
後
、
生
成
Ａ
Ｉ

で
整
理
し
て
提
案
書
に
反
映
さ
せ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
お
客
様
が
抱
え
て
い
る
課
題

を
生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
構
造
化
し
た
り
、
特

殊
な
業
界
に
お
け
る
人
材
育
成
ス
テ
ッ
プ
を

生
成
Ａ
Ｉ
で
可
視
化
し
た
り
す
る
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
人
事
制
度
構
築
へ
の
応
用
：
等
級
別
行
動

基
準
の
策
定

そ
れ
で
は
、
こ
こ
か
ら
は
弊
社
が
進
め
て

い
る
「
生
成
Ａ
Ｉ
で
ど
こ
ま
で
人
事
制
度
を

構
築
で
き
る
の
か
？
」
の
検
証
の
中
か
ら
、

「
等
級
別
に
求
め
る
行
動
基
準
の
策
定
」
へ

の
活
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

・�

人
事
制
度
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
考
え

て
き
た
こ
と

こ
れ
ま
で
多
く
の
企
業
の
「
等
級
別
に
求

め
る
行
動
」の
策
定
に
関
わ
っ
て
き
た
中
で
、

「
知
識
・
ス
キ
ル
系
の
行
動
」
と
「
人
と
し

て
の
成
長
系
の
行
動
」
に
分
け
る
と
、
後
者

は
ど
の
企
業
で
も
共
通
す
る
要
素
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
知
識
・
ス

キ
ル
系
の
行
動
に
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

知
識
を
有
す
る
」「
1
か
月
程
度
の
生
産
計

画
を
立
て
ら
れ
る
」
な
ど
が
あ
り
、
人
と
し

て
の
成
長
系
の
行
動
に
は
「
積
極
的
に
問
題

解
決
で
き
る
」「
部
下
の
立
場
に
立
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
「
人
と
し
て
の
成
長
」
の
観
点
は
、

成
人
発
達
理
論
と
親
和
性
が
高
く
、
行
動
基

準
の
策
定
に
「
成
人
発
達
理
論
」
を
応
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
成

人
発
達
理
論
と
は
、
成
人
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
発
達
し
続
け
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
き
、

認
知
能
力
や
価
値
観
、
世
界
観
が
ど
の
よ
う

に
段
階
的
に
発
達
し
て
い
く
か
を
体
系
化
し

た
理
論
で
す
。

一
方
で
、
行
動
基
準
を
作
成
す
る
過
程
で

は
、
人
事
メ
ン
バ
ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
間

で
議
論
を
重
ね
て
も
、
言
葉
の
曖
昧
さ
か
ら

解
釈
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
重
視

す
る
」
と
言
い
つ
つ
も
、
一
定
の
基
準
で
評

価
す
る
と
い
う
矛
盾
も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
等
級
別
に
求
め

る
行
動
基
準
の
策
定
に
は
過
度
な
手
間
や
時

間
（
費
用
）
を
か
け
ず
、
効
率
的
に
作
成
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
が
根

底
に
あ
り
ま
す
。

・�

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
行
動
基
準
を
策
定

す
る
に
あ
た
っ
て

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
行
動
基
準
策
定
の

検
証
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
複
数
の
生
成
Ａ

Ｉ
で
比
較
検
証
を
し
た
結
果
、
有
料
版
の

ChatGPT

とClaude

で
あ
れ
ば
十
分
に
活

用
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
等
級
の
基
準
軸
と
し
て
ど
の
成
人

発
達
理
論
と
の
親
和
性
が
高
い
か
を
検
証
し

た
と
こ
ろ
、
自
我
発
達
理
論
（Susanne R. 

Cook-Greuter

）、ST
A

GES

モ
デ
ル
（T

om
 

M
urray &

 T
erri O

'Fallon

）、
道
徳
発
達

理
論
（Law

rence K
ohlberg

）
の
3
つ
の

理
論
で
等
級
定
義
が
し
っ
か
り
と
生
成
さ
れ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ど
の
理
論
が

最
適
か
は
各
企
業
の
相
性
に
よ
る
た
め
、
複

数
の
理
論
で
試
し
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

ま
た
、「
業
種
や
業
態
の
特
性
を
加
味
で

き
る
の
か
」「
職
種
別
の
調
整
は
可
能
か
」

に
つ
い
て
も
検
証
し
、
い
ず
れ
も
対
応
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

弊
社
が
普
段
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
で
解
説
し
て

い
る
「
自
我
発
達
理
論
」
を
用
い
た
検
証
結

果
を
紹
介
し
ま
す
。
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・
等
級
別
に
求
め
る
行
動
基
準
策
定
の
流
れ

生
成
Ａ
Ｉ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
プ
ロ
ン
プ

ト
次
第
で
す
。
1
か
月
ほ
ど
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
完
成
さ
せ
た
プ
ロ
ン
プ
ト
と
策
定
の
流

れ
を
紹
介
し
ま
す
。
作
成
の
流
れ
は
以
下
の

通
り
で
す
。

1　

行
動
基
準
策
定
の
ベ
ー
ス
と
な
る
前
提

条
件
を
指
定

2　

等
級
別
の
行
動
基
準
を
策
定
す
る

3　

等
級
別
の
行
動
基
準
に
企
業
の
特
性
を

反
映
す
る

4　

職
種
別
の
特
性
を
反
映
し
た
行
動
基
準

を
策
定
す
る

図
表
1
の
よ
う
な
行
動
基
準
の
一
覧
を
作

成
で
き
ま
す
。

1　

�

行
動
基
準
策
定
の
ベ
ー
ス
と
な
る
前
提

条
件
を
指
定

ま
ず
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
前
提
条
件
を
認
識
さ

せ
ま
す
。「
評
価
制
度
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
と
し
て
「
行
動
評
価
基
準
を
作
る
」
役

割
を
与
え
、「
自
我
発
達
理
論
を
参
照
す
る
」

条
件
の
も
と
、「
発
達
理
論
の
概
要
を
表
示

さ
せ
る
」
タ
ス
ク
を
指
示
し
ま
す
。

【
プ
ロ
ン
プ
ト
例
】

あ
な
た
は
評
価
制
度
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
評
価
制
度
の
設
計
を

し
ま
す
。
評
価
は
、
業
績
評
価
と
行
動
評
価

が
あ
り
、
行
動
評
価
の
基
準
を
作
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。評
価
の
基
準
は
、Susanne R. 

Cook-Greuter

氏
のEgo D

evelopm
ent_

A
 Full-Spectrum

 T
heory O

f V
ertical 

Grow
th A

nd M
eaning M

aking

と
い
う

論
文
を
参
考
に
し
ま
す
。
一
旦
は
、
情
報
を

取
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
発
達
段
階
は
、
日

本
語
と
英
語
、
段
階
の
番
号
も
付
記
し
、
簡

単
な
説
明
を
加
え
て
く
だ
さ
い
。

2　

等
級
別
の
行
動
基
準
を
策
定
す
る

等
級
と
発
達
段
階
を
紐
づ
け
、
行
動
基
準

の
切
り
口
（
要
素
）
を
定
義
し
ま
す
。「
ど

の
等
級
を
ど
の
発
達
段
階
に
対
応
さ
せ
る

か
」
に
は
人
事
部
門
の
判
断
が
必
要
で
、
成

人
発
達
理
論
の
基
礎
理
解
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
今
回
は
「
①
視
点
取
得
能
力　

②
対
人

関
係
構
築　

③
専
門
性　

④
意
思
決
定
・
問

題
解
決
能
力　

⑤
自
己
内
省
力
」
の
5
つ
の

要
素
で
指
定
し
ま
し
た
。

【
プ
ロ
ン
プ
ト
例
】

等
級
を

1
等
級
（
新
入
社
員
レ
ベ
ル
）：T

he Rule-
oriented stage, D

elta/3

図表１　行動基準の一覧
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2
等
級
（
一
人
前
レ
ベ
ル
）：

T
he Conform

ist Stage 3

3
等
級
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
レ
ベ
ル
）：

T
he Self-conscious or Expert Stage ¾

4
等
級
（
マ
ネ
ジ
ャ
ー
レ
ベ
ル
）：

T
he Conscientious or A

chiever Stage 4

5
等
級
（
部
長
レ
ベ
ル
）：

T
he Individualist – Pluralist Stage 4/5

6
等
級
（
経
営
者
レ
ベ
ル
）：

T
he A

utonom
ous Stage 5　

と
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
等
級
で
5
つ
の
要
素
、
①
視

点
取
得
能
力　

②
対
人
関
係
構
築　

③
専
門

性　

④
意
思
決
定
・
問
題
解
決
能
力　

⑤
自

己
内
省
力
に
つ
い
て
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

1
つ
の
要
素
に
つ
い
て
１
０
０
文
字
程
度
で

説
明
を
加
え
、 「
で
き
る
こ
と
」
を
30
文
字

程
度
、「
で
き
な
い
こ
と
」
を
30
文
字
程
度

で
出
力
し
て
、「
で
き
る
こ
と
」
と
「
で
き

な
い
こ
と
」
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら

を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

3　

�

等
級
別
の
行
動
基
準
に
企
業
の
特
性
を

反
映
す
る

行
動
基
準
に
「
業
種
・
業
態
」
の
特
性
を

加
味
し
ま
す
。
行
動
基
準
の
切
り
口
を
「
①

業
務
遂
行
力　

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

③
専
門
性　

④
問
題
解
決
能
力　

⑤
成
長

力
」
に
変
更
し
、
企
業
の
組
織
風
土
に
合
わ

せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。

【
プ
ロ
ン
プ
ト
例
】

上
記
の
内
容
に
つ
い
て
、
自
社
の
業
態
を

加
味
し
た
い
で
す
。
下
記
の【
追
加
の
情
報
】

を
加
味
し
て
、
1
～
6
等
級
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
抽
出
し
た
の
5
つ
の
要
素
を
、
①
業

務
遂
行
力　

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

③

専
門
性　

④
問
題
解
決
能
力　

⑤
成
長
力
、

と
し
て
、
1
つ
の
要
素
に
つ
い
て
１
０
０
文

字
程
度
で
説
明
を
加
え
、 「
で
き
る
こ
と
」

を
30
文
字
程
度
、「
で
き
な
い
こ
と
」
を
30

文
字
程
度
で
出
力
し
て
、「
で
き
る
こ
と
」

と
「
で
き
な
い
こ
と
」
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ら
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
で
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

【
追
加
の
情
報
】

①　

�

弊
社
は
、
従
業
員500

名
の
精
密
機
器

の
販
売
商
社
で
す
。

②　

�

専
門
性
が
高
く
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を

聞
き
出
し
、
ゼ
ロ
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
考
え
る
こ
と
が
得
意
で
す
。

③　
�

組
織
風
土
は
個
人
プ
レ
ー
が
多
く
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
連
携
を
強
化
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

4　

�

職
種
別
の
特
性
を
反
映
し
た
行
動
基
準

を
策
定
す
る

最
後
に
「
職
種
別
」
に
等
級
基
準
を
調
整

し
ま
す
。
営
業
職
、
事
務
職
、
ス
タ
ッ
フ
職

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
内
容
を
具
体
的
に
指
定

し
、
職
種
ご
と
の
特
性
を
反
映
し
た
行
動
基

準
を
策
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
種
ご

と
の
整
合
性
調
整
が
簡
易
化
さ
れ
、
上
位
等

級
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
い
場
合
で
も
対

応
可
能
に
な
り
ま
す
。

【
プ
ロ
ン
プ
ト
例
】

1
～
6
等
級
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
抽
出

し
た
5
つ
の
要
素
を
も
と
に
し
て
、

①
営
業
職
の
業
務
内
容
は
、
お
客
様
訪
問
・

ニ
ー
ズ
収
集
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
・

メ
ー
カ
ー
へ
の
開
発
依
頼
・
調
整
・
納
品
・

長
期
信
頼
の
構
築

②
事
務
職
の
業
務
内
容
は
、営
業
職
の
補
佐
、

メ
ー
カ
ー
へ
の
発
注
業
務
、
海
外
メ
ー
カ
ー

へ
の
発
注
業
務
、
売
掛
金
デ
ー
タ
の
入
力
・

入
金
確
認

③
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
内
容
は
、
下
記
の
バ
ッ

ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
を
一
般
表
現
で
示
す
（
経

理
業
務
・
総
務
業
務
・
情
報
シ
ス
テ
ム
業
務
・

知
的
財
産
業
務
・
人
事
労
務
業
務
）

に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

①
営
業
職
の
1
～
6
等
級
の
5
つ
の
要
素　

②
事
務
職
の
1
～
6
等
級
の
5
つ
の
要
素

③�

ス
タ
ッ
フ
職
の
1
～
6
等
級
の
5
つ
の

要
素

で
抽
出
し
て
、「
説
明
」
は
「
が
で
き
る
」

と
い
う
表
現
に
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
で
作
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成
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

今
回
は
「
行
動
基
準
の
策
定
」
と
い
う
限

ら
れ
た
領
域
で
の
検
証
で
し
た
が
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
人
事
部
門
の
作
業

負
担
を
大
き
く
軽
減
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
現
段
階
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
生
成
し
た

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
人
事
担
当
者
が
修
正
す
る

流
れ
が
最
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
最
小
限
で
済
む

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
策
定
フ

ロ
ー
（
図
表
2
）
を
見
直
し
て
み
る
と
、
必

要
に
応
じ
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
必
要
な
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
全
体
と

し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
作
業
量
も
大
幅
に

削
減
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
お
わ
り
に

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
そ
の

可
能
性
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
特
に
、
組
織
活
性
化
、
人
材
育
成
、
人

事
評
価
な
ど
、
多
く
の
分
野
で
新
た
な
可
能

性
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
時
間
と

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
た
人
事
制
度
の
構
築

に
お
い
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
強
力
な
サ
ポ
ー
ト

ツ
ー
ル
と
な
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
重
要

な
の
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
単
な
る
作
業
代
行

ツ
ー
ル
と
し
て
使
う
の
で
は
な
く
、
人
間
の

判
断
力
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で

す
。
我
々
は
、
先
行
し
て
様
々
な
ト
ラ
イ
ア

ル
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
セ
ミ
ナ
ー

を
通
し
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
「
グ
ロ
ー
セ
ン
パ
ー
ト

ナ
ー　

セ
ミ
ナ
ー
」
で
検
索
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
人
事
領
域
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ

活
用
の
可
能
性
を
探
求
し
、
Ａ
Ｉ
と
人
間
が

協
働
す
る
新
し
い
働
き
方
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
事
制
度
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
こ
の
変
化
の
波
を
前
向

き
に
捉
え
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
皆
様
に
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
の
職
場
で
も
、
ぜ
ひ
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
、
業
務
効
率
化

と
品
質
向
上
の
両
立
を
実
現
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

図表２　行動基準の策定フロー
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